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序

商
法
に
お
け
る
財
産
目
録
の
復
権

　
わ
が
国
で
は
、
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
で
、
商
人
の
開
業
財

産
目
録
及
び
決
算
財
産
目
録
の
制
度
を
廃
止
し
た
。
し
か
る
に
、

こ
の
制
度
の
発
祥
の
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
で
は
、
こ
れ
ら
は
健

在
で
あ
る
。
し
か
も
、
最
近
の
E
C
諸
国
に
お
け
る
商
法
及
び
会

社
法
の
改
正
を
見
る
と
、
財
産
目
録
の
本
来
の
役
割
が
見
直
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
財
産
目
録
は
従
来
、
貸
借
対
照
表
等
と
一
緒
に

決
算
に
関
す
る
規
定
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
、

決
算
に
先
立
っ
て
、
む
し
ろ
簿
記
と
の
結
ぴ
付
き
で
規
定
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
取
引
記
録
（
日
記
帳
）
と
と
も
に

古
い
歴
史
を
も
つ
財
産
目
録
の
本
質
の
再
認
識
で
あ
り
、
商
法
会

安
　
　
藤

英
　
　
義

計
制
度
に
お
け
る
財
産
目
録
の
復
権
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
こ
の
現
象
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
上
で
、
商
法

会
計
制
度
の
歴
史
に
お
け
る
こ
の
現
象
の
位
置
付
け
を
行
い
、
最

後
に
、
わ
が
国
の
商
法
規
定
の
間
題
点
に
言
及
す
る
。

旧
規
定
と
新
規
定
の
違
い

ω
　
西
ド
イ
ツ

　
西
ド
イ
ツ
商
法
は
一
九
八
五
年
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
前
の
商

業
帳
簿
規
定
（
一
編
四
章
）
で
は
、
商
人
の
簿
記
義
務
を
定
め
る

第
三
八
条
に
続
い
て
、
財
産
目
録
に
関
す
る
次
の
規
定
が
あ
っ
た
。

　
第
三
九
条
　
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表

　
①
　
商
人
は
開
業
の
時
に
、
不
動
産
、
債
権
及
び
債
務
、
金
銭

〃
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の
額
及
び
そ
の
他
の
財
産
を
詳
細
に
記
載
し
、
同
時
に
各
財
産

　
の
価
値
を
附
し
、
且
つ
財
産
及
び
債
務
の
関
係
を
表
示
す
る
決

　
算
書
を
作
成
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
⑨
　
商
人
は
次
い
で
毎
営
業
年
度
末
に
つ
い
て
、
か
か
る
財
産

　
目
録
（
冒
≦
鼻
彗
）
及
ぴ
貸
借
対
照
表
（
里
一
竃
・
）
を
作
成
せ

　
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
…
…

　
⑧
・
④
　
（
省
賂
）

　
こ
こ
で
は
、
開
業
時
及
ぴ
決
算
時
に
作
成
す
べ
き
財
産
目
録
と

貸
借
対
照
表
と
が
一
緒
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、

財
産
評
価
に
関
す
る
次
の
規
定
に
も
見
ら
れ
た
。

　
第
四
〇
条
　
貨
幣
本
位
・
評
価

　
①
　
（
省
略
）

　
②
　
財
産
目
録
及
ぴ
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
際
し
て
は
、
総
て

　
の
財
産
及
び
償
権
は
、
そ
の
作
成
の
基
準
時
点
で
そ
れ
ら
に
附

　
す
べ
き
価
値
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
③
・
④
　
（
省
略
）

　
こ
の
よ
う
に
改
正
前
に
は
、
財
産
目
録
と
貸
借
対
照
表
と
は
ほ

と
ん
ど
一
緒
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。

　
西
ド
イ
ツ
商
法
の
改
正
後
（
現
行
）
の
商
業
帳
簿
規
定
（
三

編
）
で
は
、
総
て
の
商
人
に
対
す
る
第
一
章
の
第
一
節
が
「
簿

記
・
財
産
目
録
L
と
題
し
、
そ
の
中
で
、
商
人
の
簿
記
義
務
（
二

三
八
条
）
及
ぴ
商
業
帳
簿
の
記
載
及
び
保
存
方
法
（
二
三
九
条
）

に
続
い
て
、
財
産
目
録
に
関
す
る
次
の
規
定
が
あ
る
。

　
第
二
四
〇
条
財
産
目
録

　
①
　
商
人
は
開
業
の
時
に
、
不
動
産
、
償
権
及
び
債
務
、
金
銭

　
の
額
並
ぴ
に
そ
の
他
の
財
産
を
詳
細
に
記
載
し
、
同
時
に
各
財

　
産
及
び
債
務
の
価
値
を
附
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
②
　
商
人
は
次
い
で
毎
営
業
年
度
末
に
つ
い
て
、
か
か
る
財
産

　
目
録
を
作
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
営
業
年
度
の
期
間
は
十
二
か

　
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
財
産
目
録
の
作
成
は
、
正
規
の
業

　
務
進
行
に
相
応
の
期
間
内
に
完
了
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
⑧
有
形
固
定
資
産
の
各
資
産
並
び
に
原
料
、
補
助
材
料
及
ぴ

　
経
営
材
料
は
、
そ
れ
ら
が
規
則
的
に
取
り
替
え
ら
れ
且
つ
そ
れ

　
ぞ
れ
の
総
額
が
当
該
企
業
に
と
り
重
要
で
な
い
場
合
に
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
在
高
が
量
、
価
値
及
び
構
成
に
お
い
て
変
動
が
小
さ

　
け
れ
ぱ
、
変
ら
ぬ
数
量
及
び
変
ら
ぬ
価
値
を
以
て
記
載
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
但
し
、
原
則
と
し
て
三
年
毎
に
実
地
棚
卸
が
行

　
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

④
　
同
種
の
棚
卸
資
産
並
び
に
そ
の
他
の
同
種
又
は
ほ
ぼ
同
価

値
の
動
産
は
、
そ
の
都
度
、
一
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
て
且
つ
加

〃
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璽
平
均
価
値
を
以
て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
一
条
財
産
目
録
作
成
の
簡
便
法

①
財
産
目
録
の
作
成
に
際
し
、
財
産
の
在
高
の
調
査
は
、
種

類
、
数
量
及
ぴ
価
値
に
関
し
て
、
任
意
抽
出
試
験
に
基
づ
く
承

認
さ
れ
た
数
理
統
計
的
方
法
に
よ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ

の
手
続
は
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
に
従
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
財
産
目
録
の
延
言
価
値
は
、
実
地

棚
卸
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
財
産
目
録
の
誕
言
価
値
と
同
等
で

あ
る
。

②
　
営
業
年
度
末
に
つ
い
て
の
財
産
目
録
の
作
成
に
際
し
、
財

産
の
在
高
が
種
類
、
数
量
及
ぴ
価
値
に
つ
い
て
、
実
地
棚
卸
に

よ
ら
ざ
る
も
こ
の
時
点
に
つ
い
て
確
定
さ
れ
得
る
こ
と
が
、
正

規
の
簿
記
の
諸
原
則
に
従
っ
た
他
の
手
続
の
利
用
に
よ
り
保
障

さ
れ
る
隈
り
、
こ
の
時
点
に
つ
い
て
の
財
産
の
実
地
棚
卸
は
要

求
さ
れ
な
い
。

⑧
　
営
業
年
度
末
に
つ
い
て
の
財
産
目
録
に
は
、
次
の
場
合
に

財
産
の
記
載
を
要
し
な
い
。

　
1
　
商
人
が
そ
の
在
高
を
、
実
地
棚
卸
又
は
第
二
項
に
よ
り

　
認
め
ら
れ
た
他
の
手
続
に
基
づ
き
、
種
類
、
数
量
及
ぴ
個
値

　
に
つ
い
て
、
営
業
年
度
末
の
前
三
か
月
以
内
又
は
後
二
か
月

　
　
以
内
の
あ
る
日
に
つ
い
て
作
成
し
た
特
別
の
財
産
目
録
に
記

　
　
載
し
、
且
つ
、

　
　
2
　
そ
の
特
別
の
財
産
目
録
を
基
に
し
て
、
正
規
の
簿
記
の

　
　
諸
原
則
に
従
っ
た
継
続
記
録
法
又
は
遡
及
計
算
法
の
利
用
に

　
　
よ
り
、
営
業
年
度
末
に
存
在
す
る
財
産
の
在
高
が
、
こ
の
時

　
　
点
に
つ
い
て
正
規
に
評
価
で
き
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　
右
の
二
か
条
に
相
当
す
る
規
定
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
改
正
前

の
第
三
九
条
及
び
第
四
〇
条
の
中
に
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
の
内
容
が
特
に
目
新
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
財
産
目
録
の
規
定
が
維
持
さ
れ
、

し
か
も
貸
借
対
照
表
等
の
年
次
決
算
書
の
規
定
と
は
明
確
に
分
離

さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
第
一
節
「
簿

記
・
財
産
目
録
」
は
右
の
第
二
四
一
条
で
終
り
、
続
く
第
二
節
は

「
開
業
貸
借
対
照
表
・
年
次
決
算
書
」
と
魑
し
、
貸
借
対
照
表
と

損
益
計
算
書
か
ら
成
る
年
次
決
算
書
（
』
彗
冨
竃
募
o
巨
邑
）
の
作

成
義
務
（
二
四
二
条
）
等
を
規
定
す
る
。
一
般
商
人
に
関
す
る
財

産
の
評
価
規
定
（
二
五
二
条
～
二
五
六
条
）
も
そ
の
中
に
位
置
す

る
。
財
産
の
評
価
原
則
な
い
し
基
準
は
、
財
産
目
録
で
は
な
く
年

次
決
算
書
の
と
こ
ろ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

κ
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（17）商法における財産目録の復権

　
じ
　
　
フ
一
フ
ン
ス

　
　
フ
ラ
ン
ス
の
商
法
は
一
九
八
三
年
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
前
の

商
護
簿
規
定
一
一
編
二
章
一
で
は
、
商
人
の
品
帳
作
成
義
務

を
定
め
る
第
八
条
に
続
い
て
、
財
産
目
録
に
関
す
る
次
の
規
定
が

あ
っ
た
。

　
第
九
条
　
商
人
は
毎
年
、
企
業
の
積
極
財
産
及
ぴ
消
極
財
産
の

　
財
産
目
録
（
｛
目
く
。
目
冨
ぎ
）
を
作
成
し
、
且
つ
貸
借
対
照
表

　
（
巨
顯
自
）
及
び
損
益
計
算
書
（
8
目
貝
Φ
宗
ω
g
電
斗
鶉
g

　
勺
、
。
津
肋
）
の
作
成
の
為
に
総
て
の
勘
定
を
締
切
ら
ね
ぱ
な
ら
な

　
い
。

　
　
貸
借
対
照
表
及
ぴ
損
益
計
算
書
は
、
財
産
目
録
帳
（
享
冨

　
o
、
巨
く
。
巨
巴
篶
）
に
謄
写
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
も
、
財
産
目
録
は
貸
借
対
照
表
及
ぴ
損
益
計
算
書
と
一

緒
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
改
正
後
の
・
商
人
の
会

計
L
規
定
（
一
編
二
章
）
で
は
、
財
産
目
録
は
次
の
よ
う
な
形
で

登
場
す
る
。

　
第
八
条
　
商
人
の
資
格
を
有
す
る
総
て
の
自
然
人
又
は
法
人
は
・

そ
の
企
業
の
財
産
に
影
饗
を
及
ぼ
す
変
動
に
っ
い
て
会
計
記
録

一
。
自
、
。
阻
、
一
、
。
目
。
、
一
。
。
ξ
一
葦
一
を
つ
け
ね
ぱ
奮
な
㌧

　
商
人
詰
腎
録
に
よ
つ
て
、
少
な
く
と
阜
二
か
月
に
一

　
度
、
企
業
の
積
極
財
産
及
び
消
極
財
産
の
存
在
及
ぴ
価
値
を
検

　
証
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
商
人
は
、
会
計
記
録
及
び
財
産
目
録
に
基
づ
い
て
、
会
計
年

　
度
末
に
年
次
計
算
書
（
8
昌
冥
窃
彗
昌
監
）
を
作
成
せ
ね
ば

　
な
ら
な
い
。
年
次
計
算
薔
は
、
貸
借
対
照
表
、
成
果
計
算
書

一
、
ξ
、
、
。
。
、
一
、
。
ξ
奈
附
属
明
馨
一
竃
嚢
ポ
一
を
含

　
む
。
こ
れ
ら
は
不
可
分
の
全
体
を
成
す
。

　
右
の
第
一
項
は
会
計
記
録
、
第
二
項
は
財
産
目
録
、
そ
し
て
第

三
項
は
年
次
計
算
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
義
務
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
文
構
成
と
財
産
目
録
規
定
（
二
項
）
の

文
一
一
一
百
か
ら
、
財
産
目
録
は
、
決
算
の
た
め
ぱ
か
り
で
な
く
、
会
計

記
録
の
検
証
と
い
う
独
立
の
目
的
を
感
じ
さ
せ
る
。

値
　
イ
ギ
リ
ス

　
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
法
は
、
一
九
四
八
年
法
を
基
本
法
と
し
て
改

正
法
を
璽
ね
て
き
た
が
、
一
九
八
五
年
会
社
法
で
こ
れ
ら
を
統
括

し
た
。
一
九
四
八
年
会
社
法
で
は
、
財
産
目
録
な
い
し
実
地
棚
卸

の
要
求
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
る
に
、
一
九
八
五
年
会
社
法

は
、
一
九
七
六
年
会
社
法
（
二
一
条
四
項
、
五
項
）
か
ら
引
き
継

い
だ
、
次
の
規
定
を
有
す
る
。
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第
二
二
一
条
　
会
計
記
録
の
作
成

①
会
社
は
、
本
条
の
規
定
に
従
つ
て
、
会
計
記
録
（
里
、
一
庁
．

旨
o
o
晶
8
己
㎝
）
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
会
計
記
録
は
、
会
杜
の
取
引
を
示
し
且
つ
説
明
す
る
の
に

十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ

　
⑥
何
時
で
も
、
合
理
的
な
正
確
性
を
も
つ
て
、
そ
の
時
の

　
会
社
の
財
政
状
態
を
開
示
し
、
且
つ

　
⑤
本
編
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算

　
書
が
、
会
社
の
計
算
書
等
の
様
式
及
び
内
容
に
関
す
る
本
法

　
の
要
求
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
、
取
締
役
に
確
信
さ
せ
得
る

　
よ
う
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

③
　
会
計
記
録
は
特
に
、

　
＠
　
会
杜
が
受
取
っ
た
及
び
支
払
。
た
総
て
の
金
銭
の
額
、

　
並
び
に
収
入
及
び
支
出
が
生
じ
た
事
由
、
の
日
々
の
記
入
、

　
及
び

　
⑮
会
社
の
資
産
及
び
負
債
の
記
録
、
を
含
ま
ね
ぱ
な
ら
な

　
　
い
。

④
　
会
社
の
営
業
が
物
品
（
o
目
8
ま
）
を
扱
う
場
合
に
は
、
会

計
記
録
は
、

　
⑧
会
社
が
毎
会
計
年
度
末
に
保
有
す
る
在
庫
品
の
目
録

　
（
”
雪
雷
冒
Φ
■
清
o
｛
、
ぎ
o
〆
）
、

　
⑮
⑧
号
で
述
べ
た
在
庫
品
の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
又
は
作

　
成
さ
れ
る
べ
き
基
礎
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
実
地
棚
卸
の
総
て

　
　
の
目
録
（
邑
ω
＄
ま
旨
竃
富
O
｛
9
0
鼻
汁
箒
－
目
㎝
蜆
）
、
及
び

　
◎
　
通
常
の
小
売
の
形
で
売
ら
れ
た
物
品
の
場
合
を
除
い
て
、

　
個
々
の
物
品
並
び
に
買
手
及
び
売
手
を
特
定
し
得
る
程
に
詳

　
　
し
い
、
売
買
し
た
総
て
の
物
品
の
目
録
、
（
、
汁
曽
“
。
昌
。
、
汁
閉
。
｛

　
　
邑
o
司
8
穿
竃
5
竃
o
勺
冒
争
芭
蜆
＆
）
を
含
ま
ね
ぱ
な
ら
な

　
　
い
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
も
最
近
は
会
計
記
録
の
必
要
記
載
事

項
の
う
ち
に
、
物
品
を
扱
う
営
業
で
は
実
地
棚
卸
の
目
録
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
、
財

産
目
録
に
関
す
る
規
定
の
最
近
の
変
化
を
眺
め
た
。
そ
の
緒
果
、

財
産
目
録
の
健
在
と
、
財
産
目
録
と
簿
記
な
い
し
会
計
記
録
の
結

び
付
き
が
確
認
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
＝
　
財
産
目
録
の
歴
史
と
役
割

〕1｛

財
産
目
録
中
心
の
時
代

』
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近
代
の
商
法
に
お
け
る
財
産
目
録
の
は
じ
ま
り
は
、
周
知
の
と

お
り
、
ニ
ハ
七
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
商
事
勅
令
第
三
章
の
次
の
規
定

で
あ
る
。

　
第
八
条
　
総
て
の
商
人
は
ま
た
、
（
こ
の
勅
令
の
公
布
後
－
安

　
藤
）
同
じ
六
か
月
の
期
間
内
に
、
自
己
の
一
切
の
動
産
・
不
動

　
産
及
び
債
権
・
債
務
の
財
産
目
録
を
作
成
し
て
、
こ
れ
に
署
名

　
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
二
年
．
こ
と
に
照
合
さ
れ
、
改
新
さ

　
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
の
条
文
に
先
立
っ
て
、
日
記
帳
を
中
心
と
す
る
帳
簿
の
作
成

に
関
す
る
規
定
（
一
条
～
六
条
）
が
存
在
す
る
。
日
記
帳
に
対
し

法
が
期
待
す
る
役
割
は
、
商
事
勅
令
第
一
一
章
の
次
の
規
定
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。

　
第
二
条
卸
売
及
ぴ
小
売
を
行
う
商
人
並
び
に
銀
行
業
者
で
、

　
破
産
の
と
き
に
、
既
に
命
令
し
た
と
お
り
の
署
名
及
ぴ
花
押
の

　
あ
る
記
録
簿
及
び
日
記
帳
を
提
示
し
な
い
者
は
、
詐
歎
破
産
者

　
と
み
な
さ
れ
得
る
。

　
詐
歎
破
産
と
は
財
産
の
隠
匿
や
不
当
処
分
に
よ
り
債
権
者
を
詐

害
す
る
破
産
で
あ
る
が
、
日
記
帳
に
は
そ
の
よ
う
な
詐
歎
破
産
を

防
止
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
財
産
目
録

の
役
割
も
同
じ
か
と
い
う
と
、
商
事
勅
令
で
は
ど
う
も
そ
う
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
右
の
第
一
一
条
か
ら
も
判
る
よ

う
に
、
財
産
目
録
は
破
産
時
に
提
示
さ
れ
る
べ
き
書
類
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
当
時
の
注
釈
菩
を
調
べ
て
み
る
と
、
財
産

目
録
の
作
成
は
、
「
商
人
が
自
己
の
事
業
の
現
状
を
把
握
し
、
そ

れ
に
よ
り
自
己
の
資
力
に
応
じ
た
取
引
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
あ
る
」
（
U
．
言
冨
器
一
オ
昌
く
⑭
彗
8
昌
昌
O
算
巴
冨
眈
冒
－
、
O
〒

ま
昌
竃
8
害
8
旨
旨
實
8
g
昌
o
a
ま
冒
胃
眈
ま
ご
一
勺
胃
げ

一
七
六
一
年
、
三
八
頁
土
二
九
頁
）
と
い
う
。
商
人
を
し
て
定
期

的
に
自
己
の
財
産
の
状
態
を
認
識
せ
し
め
、
も
っ
て
財
産
状
態
の

認
識
不
足
に
よ
る
破
産
、
す
な
わ
ち
過
怠
破
産
を
防
止
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
財
産
目
録
に
期
待
さ
れ
た
役
割
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
．

　
詐
歎
破
産
防
止
の
た
め
の
会
計
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
財
産
数

量
計
算
で
あ
る
。
破
産
商
人
に
財
産
の
隠
匿
や
不
当
処
分
が
無
か

っ
た
か
が
日
記
帳
を
手
掛
に
判
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
日
記

帳
に
財
産
数
量
の
変
動
記
録
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

過
怠
被
産
防
止
の
た
め
の
会
計
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
財
産
価
値

計
算
で
あ
る
。
商
人
が
自
己
の
資
カ
を
知
る
た
め
の
財
産
目
録
に

は
、
財
産
の
数
量
表
示
だ
け
で
は
足
り
ず
、
価
値
表
示
が
必
要
で

あ
る
。

　
財
産
目
録
を
詐
欺
破
産
の
防
止
の
た
め
に
も
利
用
す
る
こ
と
が

19
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条
文
の
上
で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
一
八
〇
七
年
フ
ラ
ン
ス
商
法

か
ら
で
あ
る
。
前
の
商
事
勅
令
で
は
、
財
産
目
録
を
帳
簿
に
控
え

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
八
〇
七
年
商
法
は
、

毎
年
の
財
産
目
録
を
特
定
の
帳
簿
（
財
産
目
録
帳
　
享
烏
旦
窪

巨
く
旨
試
－
H
塞
）
に
控
え
る
こ
と
を
命
じ
た
（
九
条
、
一
〇
条
）
。

そ
し
て
、
こ
の
商
法
の
破
産
規
定
で
は
、
商
人
が
破
産
し
た
場
合

に
、
帳
簿
を
隠
せ
ぱ
そ
の
商
人
は
詐
歎
破
産
者
を
宣
告
さ
れ
（
五

九
三
条
七
号
）
、
ま
た
帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
か
又
は
そ
の

帳
簿
が
稜
極
財
産
及
び
消
極
財
産
の
真
実
の
状
態
を
示
し
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
商
人
は
詐
欺
破
産
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
得
る
（
五

九
四
条
）
。
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
、
単
に
帳
簿
（
享
H
霊
）
と
い
い
、

特
に
日
記
帳
（
享
H
ヱ
昌
昌
巴
）
と
は
い
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
は
財
産
目
録
帳
を
合
む
と
解
さ
れ
る
。

　
詐
歎
破
産
、
と
く
に
財
産
の
隠
匿
を
防
止
す
る
う
え
で
、
財
産

目
録
帳
に
記
載
さ
れ
た
毎
年
の
財
産
目
録
は
有
効
で
あ
る
。
破
産

時
点
に
お
け
る
商
人
の
財
産
の
あ
る
べ
き
数
量
は
、
最
終
の
財
産

目
録
に
記
載
さ
れ
た
財
産
数
量
を
基
に
、
日
記
帳
に
記
載
さ
れ
た

そ
の
後
の
取
引
（
財
産
変
動
）
数
量
を
加
減
す
れ
ぱ
、
容
易
に
算

定
で
き
る
。
さ
ら
に
財
産
目
録
の
数
量
数
値
は
、
そ
の
前
の
財
産

目
録
と
そ
の
間
の
日
記
帳
の
数
値
に
よ
っ
て
検
証
で
き
る
。
財
産

目
録
帳
に
記
載
さ
れ
た
毎
年
の
財
産
目
録
は
、
財
産
数
量
計
算
の

い
わ
ぱ
一
里
塚
で
あ
り
、
破
産
商
人
の
財
産
隠
匿
を
疑
う
債
権
者

に
対
し
、
任
意
の
年
度
の
財
産
目
録
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
証

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
財
産
目
録
を
利
用
し
な
い
場
合
に
は
、

破
産
商
人
の
有
す
べ
き
財
産
数
量
は
、
開
業
時
か
ら
の
日
記
帳
の

記
録
を
集
計
し
な
け
れ
ぱ
得
ら
れ
な
い
。

　
実
は
こ
の
場
合
に
も
開
業
財
産
目
録
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
一
八
〇
七
年
商
法
に
は
未
だ
そ
の
規
定
が
な
い
。
開

業
財
産
目
録
は
一
八
二
九
年
ス
ペ
イ
ン
商
法
（
三
六
条
）
で
明
定

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
記
帳
と
財
産
目
録
の
財
産
数
量
計
算

に
よ
る
詐
歎
破
産
防
止
の
シ
ス
テ
ム
は
完
成
し
た
。
こ
れ
を
裏
付

け
る
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
商
法
に
は
、
最
終
の
財
産
目
録
に
記
載
さ

れ
て
い
た
稜
極
財
産
の
そ
の
後
の
行
方
を
、
商
業
会
計
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
で
き
な
い
破
産
商
人
は
詐
歎
破
産
者
で
あ
る
、
と
い
う

規
定
（
一
〇
〇
七
条
四
号
）
が
厳
存
し
た
。

②
　
貸
借
対
照
表
中
心
の
時
代

　
そ
の
後
、
一
八
六
一
年
普
通
ド
イ
ツ
商
法
を
境
に
、
そ
れ
ま
で

の
財
産
目
録
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
過
怠
破
産
防
止
は
、
貸
借
対

照
表
等
の
年
次
決
算
書
が
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と

肋
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同
時
に
、
商
業
帳
簿
制
度
が
全
体
と
し
て
決
算
中
心
主
義
に
傾
い

て
い
っ
た
。
取
引
記
録
（
日
記
帳
）
に
関
す
る
条
文
よ
り
も
決
算

に
関
す
る
条
文
の
方
が
多
く
な
り
、
ま
た
決
算
に
際
し
て
の
財
産

評
価
の
規
定
が
登
場
す
る
の
が
、
一
八
六
一
年
普
通
ド
イ
ツ
商
法

か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
破
産
罪
規
定
か
ら
も
、
商
業
帳
簿
制

度
の
主
目
的
が
詐
欺
破
産
防
止
か
ら
過
怠
破
産
防
止
へ
移
行
し
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
ド
イ
ヅ
商
法
に
は
破
産

規
定
が
欠
け
て
い
各
が
、
一
八
五
一
年
プ
ロ
シ
ア
刑
法
に
は
次
の

よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
支
払
を
停
止
し
た
商
人
が
、
法
偉
で
定
め

ら
れ
た
商
業
帳
簿
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
又
は
商
業
帳
簿

を
隠
し
も
し
く
は
無
く
じ
た
か
、
又
は
財
産
状
態
の
概
観
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
無
秩
序
に
帳
簿
を
作
成
し
て
い
た
場
合
に

は
、
過
怠
破
産
の
罪
と
し
て
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
さ
れ
る
（
二

六
一
条
二
号
）
。
ま
た
、
支
払
を
停
止
し
た
商
人
に
、
債
権
者
を

害
す
る
目
的
で
こ
れ
ら
の
不
作
為
又
は
作
為
（
さ
ら
に
帳
簿
の
改

鼠
を
含
む
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
詐
歎
破
産
の
罪
と
し
て
一
五

年
以
下
の
懲
役
に
処
さ
れ
る
（
二
五
九
条
三
号
、
四
号
）
。
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
破
産
し
た
商
人
が
単
に
商
業
帳
簿
を
作
成

し
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
も
は
や
詐
歎
破
産
罪
を
問
わ
れ

な
い
。
商
業
帳
簿
の
不
作
成
は
、
債
権
者
を
害
す
る
意
図
が
あ
っ

た
場
合
に
隈
っ
て
詐
歎
破
産
罪
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
が

な
け
れ
ぱ
過
怠
破
産
罪
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
帳
簿
不
作
成
の
破

産
商
人
が
無
条
件
に
間
わ
れ
る
罪
は
、
商
業
帳
簿
作
成
の
主
目
的

を
知
る
手
掛
り
と
な
る
。
さ
れ
ぱ
、
こ
こ
で
は
過
怠
破
産
の
防
止

が
商
業
帳
簿
作
成
の
主
目
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
か
ら
一
世
紀
以
上
経
た
わ
が
国
の
現
行
破
産
法
の
破

産
罪
規
定
（
三
七
四
条
及
び
三
七
五
条
）
か
ら
も
、
同
じ
結
論
が

得
ら
れ
る
。

　
決
算
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
中
心
主
義
は
、
ド
イ
ツ
の
産
物
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
商
業
帳
簿
規
定
の
中
に
貸
借
対
照
表
が
現
れ

る
の
ば
、
何
と
一
九
五
三
年
改
正
商
法
（
九
条
－
既
掲
）
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
財
産
目
録
一
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
、
財
産
表
示
目
的
の
「
財
産
の
貸
借
対
照
表
」
（
じ
O
－
－

雪
冨
置
罵
ω
く
g
昌
晶
旨
ω
）
が
、
一
七
九
四
年
プ
ロ
シ
ア
普
通

国
法
（
二
編
二
〇
章
一
四
六
八
条
）
以
来
一
八
六
一
年
普
通
ド
イ

ツ
商
法
（
二
九
条
）
ま
で
、
諸
法
律
及
ぴ
草
案
の
中
に
重
き
を
な

し
て
き
た
。
一
八
九
七
年
商
法
（
三
九
条
－
既
掲
）
で
は
、
単
に

「
貸
借
対
照
表
」
と
い
う
が
、
そ
の
本
質
が
「
財
産
の
貸
借
対
照

表
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
伝

〃
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統
的
状
況
の
下
に
、
一
八
五
七
年
プ
ロ
シ
ア
商
法
草
案
（
三
〇

条
）
及
ぴ
一
八
六
一
年
普
通
ド
イ
ツ
商
法
（
二
九
条
）
で
フ
ラ
ン

ス
商
法
の
財
産
目
録
を
導
入
し
た
結
果
、
財
産
目
録
の
役
割
と
し

て
、
貸
借
対
照
表
作
成
の
た
め
の
手
段
な
い
し
一
手
続
で
あ
る
、

と
の
見
方
が
で
き
上
っ
て
行
っ
た
。
一
八
六
八
年
刊
の
ア
ン
シ
ュ

ソ
（
＞
冒
胴
一
＞
畠
争
津
N
）
と
フ
ェ
ル
デ
ル
ン
ド
ル
フ
（
句
｝
■
く
一

く
α
5
§
邑
o
昌
）
の
共
著
『
普
通
ド
イ
ツ
商
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』

（
肉
o
昌
昌
Φ
算
巴
昌
昌
≧
－
o
o
①
冒
①
旨
昌
U
智
誌
昌
竃
由
彗
急
－
m
．

o
q
g
g
き
暮
一
一
9
－
。
田
p
）
に
お
い
て
す
で
に
、
”
貸
借
対
照
表
は

ま
さ
に
企
業
の
試
金
石
と
い
う
べ
く
、
財
産
目
録
の
作
成
は
貸
借

対
照
表
作
成
の
た
め
の
基
礎
で
あ
る
。
と
い
う
主
旨
の
注
釈
が
見

ら
れ
る
（
二
三
六
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
財
産
目
録
観
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
む
し
ろ
顕
著

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
四
年
に
岩
田
巌
は
「
商
法
に
お
け
る
計
理
体

系
」
と
題
す
る
論
攻
（
会
計
、
復
刊
第
一
号
掲
載
）
に
お
い
て
、

商
法
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
と
財
産
目
録
の
関
係
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
我
が
商
法
三
十
三
条
は
独
乙
商
法
三
十
九
条
に

な
ら
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
計
理
体
系
も
そ
っ
く
り
独

乙
商
法
の
そ
れ
で
あ
る
と
見
て
差
支
な
い
…
－
。
こ
の
条
文
の
解

釈
と
し
て
オ
ス
バ
ー
ル
、
バ
ツ
ソ
ウ
、
コ
フ
ェ
ロ
、
シ
ェ
ア
、
ラ

イ
ト
ナ
ー
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
等
の
代
表
的
な
学
者
は
、
商

法
上
の
貸
借
対
照
表
が
財
産
目
録
を
基
礎
と
し
て
作
成
さ
れ
る
べ

き
こ
と
、
後
者
の
み
が
前
者
の
法
的
基
礎
を
形
成
す
る
こ
と
、

を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
三
二
頁
～
…
二
頁
）
。
こ
こ
で
は

岩
田
は
、
財
産
目
録
法
に
よ
る
貸
借
対
照
表
の
作
成
が
商
法
の
立

場
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
に
止
ま
る
。
財
産
目
録
の
役
割
は
そ

れ
に
尽
き
る
と
は
：
冒
．
も
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
岩
田
の

「
商
法
に
お
け
る
計
理
体
系
」
論
の
内
容
が
卓
越
し
て
い
た
た
め

か
、
わ
が
国
で
は
そ
の
後
、
貸
借
対
照
表
の
作
成
と
の
関
連
で
の

み
財
産
目
録
を
考
え
る
と
い
う
、
非
常
に
隈
定
さ
れ
た
財
産
目
録

観
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
で
、
商
業
帳
簿
か
ら
財
産
目
録
が
削

除
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
見
ら
れ
た
会
計
理
論
的
な
根
拠
は
、
専
ら

貸
借
対
照
表
の
作
成
方
法
の
変
化
（
財
産
目
録
法
か
ら
誘
導
法

へ
）
に
あ
る
。
当
時
の
法
務
省
の
担
当
官
自
ら
、
「
一
覧
性
の
財

産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
は
実
際
上
わ
ず
ら
わ
し
い
う
え
、
貸
借

対
照
表
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
会
計
帳
簿
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
て
、
そ
の
作
成
を
要
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
た
」
（
加
藤
・
黒
木
『
改
正
商
法
と
計
算
規
則
の
解
説
』

商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
〇
年
、
九
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

朋
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こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
非
常
に
狭
い
財
産
目
録
観
に
と
ら

わ
れ
て
、
商
業
帳
簿
か
ら
財
産
目
録
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。
E

C
諸
国
が
日
本
の
よ
う
な
途
を
歩
ま
な
か
っ
た
の
は
、
財
産
目
録

の
本
質
的
な
役
割
を
見
失
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

倒
　
財
産
目
録
の
本
質
的
役
割

　
財
産
目
録
の
作
成
な
い
し
実
地
棚
卸
が
、
正
し
い
決
算
の
た
め

に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
財
産
目
録
は
決
算
の
た
め
だ
け
に
作
成
さ
れ
る
と
考
え

て
は
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
民
法
や
破
産
法
な
ど
に
散
見
す
る

財
産
目
録
の
多
く
は
、
決
算
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
典
型
と
思
わ
れ
る
条
文
を
ま
ず
二
つ
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
民
法
第
一
〇
一
一
条
①
壇
言
執
行
者
は
、
遅
滞
な
く
、
相

　
続
財
産
の
目
録
を
調
製
し
て
、
こ
れ
を
相
続
人
に
交
付
し
な
け

　
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
②
　
運
言
執
行
者
は
、
相
続
人
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

　
立
会
を
以
て
財
産
目
録
を
調
製
し
、
又
は
公
証
人
に
こ
れ
を
調

　
製
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
注
釈
書
に
よ
れ
ぱ
、
「
本
条
に
よ
る
相
続
財
産
目
録
の
調
製
義

務
は
、
相
続
財
産
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
違
言
執
行
者
に
あ

た
え
ら
れ
る
相
続
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
の
対
象
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
（
一
〇
二
一
条
①
）
、
遮
言
執
行
者
の
相
続
財
産

引
渡
義
務
（
一
〇
二
一
条
②
・
六
四
六
条
）
、
報
告
義
務
（
計
算

義
務
）
（
一
〇
一
二
条
②
・
六
四
六
条
）
お
よ
ぴ
賭
償
責
任
（
一

〇
二
一
条
②
・
六
四
七
条
）
の
基
礎
を
明
確
に
し
て
お
ぐ
た
め
に
、

法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
義
務
で
あ
る
。
L
（
中
川
善
之
助
編
集

『
注
釈
民
法
（
2
6
）
』
有
斐
閣
、
昭
和
囚
八
年
、
二
五
二
頁
、
泉
久

雄
稿
）

　
破
産
法
一
八
九
条
　
①
　
破
産
管
財
人
ハ
財
産
目
録
及
貸
借
対

　
照
表
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
②
　
破
産
管
理
人
ハ
財
産
目
録
及
貸
借
対
照
表
ノ
騰
本
二
署
名

　
捺
印
シ
之
ヲ
裁
判
所
二
提
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
封
印
二
関
ス
ル

　
調
書
二
付
亦
同
シ

　
③
　
（
省
略
）

　
④
　
利
害
関
係
人
ハ
第
二
項
二
規
定
ス
ル
書
類
ノ
閲
覧
を
求
ム

　
ル
コ
ト
ヲ
得

　
注
釈
書
に
よ
れ
ぱ
、
「
本
条
は
、
…
…
第
一
八
八
条
の
財
産
価

額
の
評
定
の
規
定
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
計
数
を
集
計
し
た
結
果

と
し
て
破
産
財
団
の
内
容
を
財
産
目
録
お
よ
ぴ
貸
借
対
照
表
と
し

て
作
成
し
、
破
産
財
団
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
爾
後
の
管
財

脂



一橋論叢 第99巻 第1号　（24）

業
務
の
基
礎
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
。

ニ
ハ
八
条
に
管
財
人
は
任
務
終
了
の
場
合
は
「
計
算
の
報
告
」
を

す
る
こ
と
お
よ
ぴ
二
八
五
条
に
追
加
配
当
後
に
も
「
計
算
報
告
」

を
す
べ
き
こ
と
等
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
管
財
業
務
全
期

間
を
通
じ
計
算
及
計
数
管
理
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
計
算
報
告
の
出
発
及
至
開
始
の
数
字
は
、

本
条
に
よ
る
財
産
目
録
等
の
数
字
で
あ
る
。
L
（
斉
藤
・
鈴
木
・
麻

上
編
『
注
解
破
産
法
』
青
林
書
院
新
社
、
昭
和
五
八
年
、
八
六
二

頁
、
上
野
久
徳
稿
）

　
右
の
二
つ
の
財
産
目
録
は
、
違
言
執
行
者
及
ぴ
破
産
管
財
人
と

い
う
財
産
管
理
者
の
責
任
の
基
礎
を
確
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
財
産
管
理
の
開
始
時
点
の
財
産
在
高
が
明
確
で
な
け
れ
ぱ
、
財

産
管
理
者
の
そ
の
後
の
資
任
も
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
。
商
人

及
ぴ
株
式
会
社
の
取
締
役
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
開
業
財
産
目
録
と

い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
こ
れ
に
当
た
る
。
商
人
は
破
産
に
際
し
て
、

債
権
者
に
対
す
る
責
任
財
産
の
高
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り

（
詐
歎
破
産
の
防
止
）
、
ま
た
株
式
会
社
の
内
部
関
係
に
お
い
て
、

財
産
管
理
の
受
任
者
た
る
取
締
役
は
委
任
者
た
る
会
社
（
法
人
）

に
対
し
て
、
常
に
責
任
財
産
の
高
を
明
確
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
商
人
及
び
会
社
の
取
締
役
の
こ
の
よ
う
な
責
任
の
基
礎
を

明
確
に
す
べ
き
も
の
が
、
開
業
財
産
目
録
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
遺
言
執
行
や
破
産
管
財
と
い
っ
た
短
期
的
な
財
産
管
理
で
あ
れ

ぱ
、
財
産
目
録
の
作
成
は
最
初
の
一
回
で
足
り
る
が
、
長
期
的
な

財
産
管
理
の
場
含
に
は
、
そ
の
後
も
定
期
的
に
財
産
目
録
を
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
信
託
法
の
次
の
規
定
は
、
そ
の
良
い
例
で
あ

る
。
　
第
三
九
条
　
①
受
託
者
ハ
帳
簿
ヲ
備
へ
各
信
託
二
付
其
ノ
事

　
務
ノ
処
理
及
計
算
ヲ
明
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
②
　
受
託
者
ハ
信
託
引
受
ノ
時
及
毎
年
一
回
一
定
ノ
時
期
二
於

　
テ
各
信
託
二
付
財
産
胃
録
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
先
に
財
産
目
録
の
歴
史
を
述
べ
た
際
に
触
れ
た
よ
う
に
、
毎
年

の
財
産
目
録
は
財
産
数
量
計
算
の
一
。
里
塚
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過

去
一
年
間
の
計
算
の
終
点
で
あ
り
、
そ
の
後
の
計
算
の
起
点
で
あ

る
。
財
産
目
録
の
数
量
数
値
は
、
帳
簿
記
録
及
ぴ
計
算
の
結
果
と

照
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
録
・
計
算
の
誤
記
脱
漏
を
含
め

管
理
上
の
問
題
の
有
無
を
年
度
毎
に
発
見
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
。
財
産
管
理
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
管
理
を
強
化
す
る
契
機
が
得

ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
財
産
管
理
を
委
任
し
た
者
が
後
で
管
理
者
の

責
任
を
問
題
と
す
る
場
合
を
考
え
れ
ぱ
、
定
期
的
な
財
産
目
録
の

役
立
ち
は
計
り
知
れ
な
い
。
商
人
及
び
株
式
会
社
の
場
合
で
あ
れ

脳
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ぱ
、
決
算
財
産
目
録
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
こ
れ
に
当
た
る
。

こ
の
名
称
は
、
決
算
の
た
め
の
財
産
目
録
と
い
う
響
き
を
も
つ
が
、

実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
商
法
条
文
（
昭
和
四
九
年
改
正

前
三
三
条
二
項
）
の
「
毎
決
算
期
二
…
…
作
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と

い
う
茎
言
に
由
来
し
て
い
た
、
と
見
る
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
よ
う
に
、
民
法
、
破
産
法
及
び
信
託
法

な
ど
に
今
日
な
お
健
在
の
財
産
目
録
は
、
決
算
す
な
わ
ち
貸
借
対

照
表
等
の
作
成
の
た
め
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
財
産
管
理
者
の
責

任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
商
人
及
び
株
式

会
社
の
取
締
役
に
あ
っ
て
も
、
財
産
管
理
の
責
任
を
明
確
に
す
る

必
要
は
、
他
の
財
産
管
理
者
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
商
法
に
存

在
し
た
開
業
財
産
目
録
及
び
決
算
財
産
目
録
と
、
■
今
日
で
も
商
法

以
外
に
散
見
す
る
財
産
目
録
と
に
共
通
し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
、

財
産
管
理
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る
と
い
う
役
割
で
あ
る
。

　
一
時
点
の
財
産
の
実
地
棚
卸
記
録
で
あ
る
財
産
目
録
は
、
財
産

変
動
の
帳
簿
記
録
と
相
ま
っ
て
、
財
産
管
理
者
の
責
任
財
産
の
萬

を
明
確
に
す
る
。
貴
任
財
産
の
数
量
的
確
定
を
め
ざ
す
、
財
産
目

録
の
・
か
か
る
役
割
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
産
目
録
に
共
通
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
財
産
目
録
の
本
質
的
な
役
割
で
あ
る
。

　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
及
ぴ
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
圓
録
規

定
は
、
財
産
目
録
の
か
か
る
本
質
を
再
認
識
し
、

権
を
図
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
　
わ
が
国
商
法
の
問
題
点

財
産
目
録
の
復

ω
　
昭
和
四
九
年
改
正
の
ゆ
き
過
ぎ

　
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
に
お
け
る
財
産
目
録
の
削
除
は
、
財

産
目
録
の
本
質
認
識
の
欠
如
と
極
端
な
決
算
申
心
主
義
の
な
せ
る

わ
ざ
で
あ
り
、
ゆ
き
過
ぎ
で
あ
っ
た
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　
そ
の
当
時
、
わ
が
国
で
財
産
目
録
の
本
質
的
役
割
の
認
識
が
如

何
に
希
薄
で
あ
っ
た
か
は
、
片
野
一
郎
の
次
の
指
摘
か
ら
も
判
る
。

「
企
業
会
計
原
則
に
よ
っ
て
新
し
く
導
入
さ
れ
た
財
務
諸
表
附
属

明
細
表
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
決
算
財
産
目
録
が
内
容
的
に
解
消

し
て
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
そ
う

と
う
ひ
ろ
く
浸
み
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
き
な
謬
見
で
あ
る
。

決
算
財
産
目
録
と
財
務
諸
表
附
属
明
細
表
と
は
企
業
会
計
の
構
造

上
本
質
的
に
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
－
…
財
務
諸
表
附
属
明
細
表

の
各
表
に
載
せ
る
内
容
は
勘
定
帳
簿
に
対
す
る
明
細
記
録
で
あ
る

補
助
帳
簿
か
ら
導
か
れ
る
、
－
…
・
こ
れ
に
対
し
て
、
財
産
目
録
は

…
…
会
計
帳
簿
の
外
で
実
地
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
た
資
産
・
負

肋
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償
の
内
容
の
明
細
な
資
料
を
記
載
し
た
も
の
で
、
…
…
決
算
財
産

目
録
・
…
－
の
重
要
な
機
能
に
つ
い
て
世
間
に
は
正
し
く
理
解
し
て

い
な
い
向
き
が
そ
う
と
う
に
多
い
。
L
（
片
野
一
郎
『
新
簿
記
精
説

（
下
巻
）
』
同
文
舘
、
昭
和
五
八
年
、
五
二
六
頁
）

　
ま
た
、
わ
が
国
商
法
が
極
端
な
決
算
中
心
主
義
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
は
、
条
文
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
昭
和
四
九
年
改
正
後
の
商

法
は
、
商
業
帳
簿
規
定
の
冒
頭
（
二
＝
一
条
一
項
）
に
お
い
て
、
商

業
帳
簿
の
作
成
目
的
を
「
営
業
上
ノ
財
産
及
損
益
ノ
状
況
ヲ
明
カ

ニ
ス
ル
為
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
茎
言
中
に
は
、
取
引
記
録
に
直

接
結
ぴ
付
く
語
、
例
え
ぱ
「
取
引
」
の
語
が
見
当
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
言
狐
、
株
式
会
社
の
決
算
書
に
関
す
る

法
務
省
令
の
計
算
書
類
規
則
第
二
条
の
「
貸
借
対
照
表
及
ぴ
損
益

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

計
算
書
は
、
会
社
の
財
産
及
び
損
益
の
状
態
を
正
確
に
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
：
…
・
」
と
い
う
中
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
わ
が
国
の
現
行
商
法
に
お
け
る
決
算
の
重
視
は
極
端

に
走
っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
会
計
帳
簿
な
い

し
会
計
記
録
を
含
む
商
業
帳
簿
制
度
の
目
的
を
決
算
に
求
め
る
、

わ
が
国
商
法
第
三
二
条
第
一
項
の
よ
う
な
規
定
は
、
西
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
及
ぴ
イ
ギ
リ
ス
に
は
存
在
し
な
い
。

ω
　
解
釈
論
の
限
界

　
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
で
は
、
財
産
目
録
の
削
除
と
同
時
に
、

会
計
帳
簿
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
次
の
規
定
が
置
か
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　
第
…
二
条
第
一
項
　
会
計
帳
簿
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
整
然
且
明
瞭

　
に
記
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
一
　
開
業
ノ
時
及
毎
年
一
回
一
定
ノ
時
期
二
於
ケ
ル
営
業
上
ノ

　
　
財
産
及
英
価
額
、
会
社
二
在
リ
テ
ハ
成
立
ノ
時
及
毎
決
算
期

　
　
二
於
ケ
ル
営
業
上
ノ
財
産
及
共
ノ
価
額

　
二
　
取
引
其
ノ
他
営
業
上
ノ
財
産
二
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
事
項

　
右
の
記
載
事
項
の
う
ち
の
後
者
（
二
号
）
は
、
改
正
前
に
は
、

い
わ
ゆ
る
日
記
帳
（
＝
＝
一
条
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
さ
れ
ぱ
、

前
者
（
一
号
）
は
、
財
産
目
録
に
代
わ
る
記
載
事
項
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
そ
の
ゆ
え
を
も
っ
て
、
会
計
帳
簿
に
は
財
産
目
録
が
記

載
さ
れ
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ぱ
、
今
日
で

も
商
法
は
財
産
目
録
の
作
成
を
要
求
し
て
い
る
、
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
条
文
の
解
釈
と
し
て
無
理
で
あ
る
。
第
一
号
の
文
言
中

に
、
財
産
目
録
の
語
が
な
い
の
は
さ
て
お
き
、
実
地
棚
卸
と
か
実

地
調
査
と
い
っ
た
語
さ
え
無
い
。
こ
れ
で
は
、
帳
簿
棚
卸
を
も
っ

肋
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て
足
れ
り
と
す
る
解
釈
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
財

産
目
録
の
語
を
捨
て
た
と
い
う
事
実
は
、
如
何
と
も
し
難
い
。
次

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
法
の
規
定
と
の
比
較
か
ら
も
、
否
定
的
な

答
え
が
得
ら
れ
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
第
二
二

一
条
の
第
三
項
は
、
会
計
記
録
の
一
つ
と
し
て
「
会
社
の
資
産
及

ぴ
負
債
の
記
録
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
に
第
四
項
で

「
実
地
棚
卸
の
目
録
」
の
記
録
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

単
に
「
資
産
及
ぴ
負
債
の
記
録
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
実
地
棚
卸

ま
で
要
求
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
意
味
し
て
お
り
、
わ
が

商
法
の
条
文
解
釈
の
上
で
も
参
考
に
な
る
。

　
現
行
商
法
の
解
釈
論
と
し
て
財
産
目
録
に
辿
り
着
け
な
い
か
、

今
少
し
模
索
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
商
業

帳
簿
ノ
作
成
二
関
ス
ル
規
定
ノ
解
釈
二
付
テ
ハ
公
正
ナ
ル
会
計
慣

行
ヲ
勘
酌
ス
ベ
シ
」
（
＝
＝
一
条
二
項
）
と
い
う
規
定
の
存
在
で
あ

る
。
会
計
帳
簿
記
載
事
項
の
規
定
（
三
三
条
一
項
一
号
）
の
文
理

解
釈
か
ら
は
無
理
で
も
、
公
正
な
会
計
慣
行
と
し
て
、
開
業
及
び

決
算
に
際
し
て
の
財
産
目
録
の
作
成
な
い
し
実
地
棚
卸
が
行
な
わ

れ
て
い
れ
ぱ
、
右
の
餅
酌
規
定
に
よ
っ
て
財
産
目
録
に
辿
り
着
け

る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
会
計
憤
行
と
し
て
決
算
財
産
目
録
の
作
成
が
行
な

わ
れ
て
い
た
な
ら
、
財
産
目
録
が
商
法
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
法
務
省
担
当
官
自
ら
財

産
目
録
の
削
除
の
理
由
の
中
で
、
「
会
計
帳
簿
が
完
備
し
、
固
定

資
産
台
帳
そ
の
他
に
財
産
目
録
の
内
容
は
分
化
し
て
収
録
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
一
覧
性
の
財
産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
は
実
際
上

わ
ず
ら
わ
し
い
」
（
加
藤
・
黒
木
・
前
掲
書
、
九
三
頁
）
と
述
べ

て
い
る
。
固
定
資
産
台
帳
な
ど
の
補
助
簿
が
完
備
し
て
い
れ
ぱ
、

財
産
目
録
な
い
し
実
地
棚
卸
は
不
要
で
あ
る
、
と
す
る
誤
っ
た
認

識
が
そ
こ
に
は
窺
わ
れ
る
。
ま
さ
に
、
先
に
紹
介
し
た
片
野
の
指

摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
現
実
の
会
計
憤
行
に
望
み
が
な
い
な
ら
、
最
後
は
企
業
会
計
原

則
に
託
す
し
か
な
い
。
企
業
会
計
原
則
は
公
正
な
る
会
計
慣
行
に

該
当
す
る
、
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
企

業
会
計
原
則
の
中
で
頼
り
に
な
り
そ
う
な
の
は
、
一
般
原
則
二
に

あ
る
正
規
の
簿
記
の
原
則
－
「
企
業
会
計
は
、
す
べ
て
の
取
引
に

つ
き
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
、
正
確
な
会
計
帳
簿
を
作

成
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
1
で
あ
る
。
し
か
る
に
同
規
定
は
、

単
に
「
正
規
の
簿
記
」
及
び
「
正
確
な
会
計
帳
簿
」
と
い
う
だ
け

で
、
そ
れ
ら
が
実
地
棚
卸
を
含
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
同
規
定
に
は
注
解
「
注
1
」
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

〃
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内
容
は
、
重
要
性
の
原
則
の
適
用
に
つ
い
て
で
あ
り
、
実
地
棚
卸

に
は
触
れ
て
い
な
い
。
企
業
会
計
原
則
の
解
説
書
に
も
、
こ
の
辺

の
説
明
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
企
業
会
計
原
則
は
、
そ
の
一
般
原

則
の
冒
頭
の
真
実
性
の
原
則
－
「
企
業
会
計
は
、
企
業
の
財
政
状

態
及
び
経
営
成
繍
に
関
し
て
、
真
実
な
報
告
を
提
供
す
る
も
の
で

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
ー
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
専
ら
決
算
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
企
業
会
計
原
則
に
、
決
算
以

前
の
会
計
の
次
元
に
位
置
す
る
財
産
目
録
を
求
め
る
こ
と
は
、
や

は
り
無
理
な
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
立
法
論
に
期
待

　
商
法
の
解
釈
論
で
は
財
産
目
録
の
作
成
要
求
を
読
み
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
な
る
と
、
立
法
論
に
よ
っ
て
解
決
す
る
他
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
商
法
は
、
商
業
帳
簿
規
定
に
お
い
て
財
産
目

録
を
復
活
す
べ
き
で
あ
る
。

　
目
下
の
商
法
改
正
問
題
で
、
法
務
省
筋
は
、
株
式
会
社
に
お
け

る
「
計
算
の
分
離
・
明
確
」
が
償
権
者
保
謹
の
た
め
の
基
本
的
条

件
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
償
権
者
の
た
め
の
相
当
の
担

保
財
産
の
存
在
お
よ
び
そ
の
担
保
財
産
が
株
圭
・
社
員
の
個
人
財

産
等
他
の
財
産
と
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
衡
平
の
見
地
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
L
（
稲
葉
威
雄
「
大

小
会
社
区
分
立
法
に
関
す
る
諸
問
題
刊
」
商
事
法
務
九
八
六
号
、

昭
和
五
八
年
九
月
、
＝
一
頁
）
と
い
う
。
要
す
る
に
、
「
計
算
の

分
離
・
明
確
」
と
は
責
任
財
産
の
高
の
明
確
に
他
な
ら
ず
、
さ
れ

ぱ
財
産
目
録
は
そ
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
進
行
中
の
商
法
改

正
間
題
で
、
財
産
管
理
の
責
任
の
明
確
と
い
う
会
計
の
最
も
基
本

的
な
役
割
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
注
目
し
て
い
る
。

　
商
法
に
財
産
目
録
を
復
活
す
べ
し
、
と
い
う
と
、
当
然
予
想
さ

れ
る
の
が
実
践
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。
小
さ
な
商
店
な
ら
と
も

か
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
企
業
に
な
れ
ぱ
、
決
算
日
に
一
斉
に
実
地

棚
卸
を
行
う
こ
と
は
、
確
か
に
不
可
能
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
法
は

人
に
不
可
能
を
強
い
て
は
い
け
な
い
。
す
で
に
紹
介
し
た
西
ド
イ

ツ
商
法
第
二
四
〇
条
及
び
第
二
四
一
条
は
、
こ
の
問
題
を
上
手
に

処
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
な
る
規
定
（
二
四
〇
条
一

項
、
二
項
）
を
据
え
た
上
で
、
簡
便
法
な
い
し
例
外
を
認
め
る
規

定
（
二
四
〇
条
三
項
、
四
項
、
二
四
一
条
）
を
置
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
す
れ
ぱ
、
原
理
・
原
則
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
実
践
上

の
困
難
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
わ
が
国
も
立
法
に
際
し
、
大
い
に
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
教
授
）
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